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刊行趣旨 

 

『一般言語学論叢』は、筑波大学一般言語学研究室の OB が中心とな

って、1998 年に創刊した学術雑誌です。創刊の趣旨の一つとしては、同

研究室院生および OB の論文発表の場を増やし、院生と OB 相互の縦の

つながりを強化したいということもありました。しかし、本誌は、筑波

大学の関係者に限らず、一般からの原稿も募集しております。 

本誌作成におきましては、関係者が全国に散らばっているために、電

子メールやメーリングリストを使って密に連絡を取り合い、論文投稿、

査読、編集、組版、出版といった一連の作業に伴う原稿のやり取りも、

可能な限り PDF ファイルに変換して転送するなど、IT 時代の技術をフ

ルに活用しております。また、多言語環境を実現するために、刊行当初

は文書組版システム TeX による統一を図りました。現在では、LaTeX と

Word の体裁を調整し、いずれの形式でも提出できるようになりました。

このことは、本誌のコストダウンにもつながっております。 

本誌では、特定の理論・枠組みに偏らず、幅広く言語に関わる種々の

研究論文を掲載し、言語学全体の発展に寄与したいと考えております。

巻末の投稿規定にしたがって、積極的に投稿して下さるよう、よろしく

お願い致します。言語学に興味・関心のある研究者に多く参加いただく

ことにより、さらに実りある議論ができ、言語研究が一層進むことを切

に願う次第です。 
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投稿規程 

 
1. 投稿資格 投稿は会員および会員から推薦を受けた者から募る。 
2. 投稿原稿 投稿原稿は他の雑誌などで公刊されていないものに限る。口頭発

表をまとめたもの、紀要などに載ったものを改訂したものは、その旨を記載す

ること。 
投稿原稿は、研究論文及び研究ノートとする。研究論文は、オリジナリティ

ーのある新しい知見を含んだものでなければならない。 
3. 使用言語 日本語及び英語とする。 
4. 特殊文字ならびに日本語のローマ字化 ギリシア語・キリール文字以外の特

殊文字はローマ字化する。音声字母は、国際音声字母 (International Phonetic 
Alphabet)を用いる。日本語のローマ字化は､ 1つの方式を統一的に使用する。 
5. 参照文献 参照文献は、本文または注釈において引用または言及したものの

みを論文の末尾にまとめる。単行本、論文集ならびに論文は、下記の様式で記

載すること。 
単行本､論文集: 
著(編)者 発行年 書籍名 (和文の場合『』で、欧文の場合イタリックまたは下

線で修飾) 発行地 (和文の場合不要) 発行所 (出版社または研究機関) 
論文: 
著(編)者 発行年 論文名 (和文の場合｢｣で､欧文の場合‘ ’で囲む｡) 収録雑誌名

または収録書籍名 雑誌の号数 記載ページ 
6. 提出様式 電子媒体 (MS WordあるいはLaTeX) での提出のみを認める。紙

媒体での提出は認めない。MS Word ファイルあるいは LaTeX のソースファイ

ルとともに PDF ファイルを提出すること。提出する原稿はホームページから

入手できるスタイルシート、テンプレート、最終号の論文等を参考にして、そ

のまま入稿できる形で、ホームページに指定されたアドレスに添付ファイルで

提出すること。また、メール本文に原稿の種類 (研究論文か研究ノートか) を
記すこと。 
7. 採否 投稿論文は 2名の匿名の査読者により審査される。投稿原稿の採否は

査読者の審査を受けた形で編集部が決定する。 
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8. 進呈 執筆者には、本誌 2 部と抜き刷り 20部を進呈する。 
（2012年月 6日 18改訂） 
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筑波一般言語学研究会規約 

 

第 1 条（名称） 
本会の名称は「筑波一般言語学研究会」とする。 

第 2 条（目的） 
本会は、言語に関する学術的研究成果の発表等を行い、言語研究の

発展に寄与することを目的とする。 
第 3 条（事業） 

本会は、以下の事業を行う。 
1. 毎年一回『一般言語学論叢』の発行 
2. その他必要な事業 

第 4 条（事務局） 
本会の事務局を、山口市吉田 1677-1 山口大学人文学部言語情報学乾

研究室気付に置く。 
第 5 条（会員） 

本会は言語研究に熱意を有し、本会規約を了承するものをもって構

成する。 
第 6 条（役員） 

本会には会員の互選により次の役員を置く。会長 1 名、書記・会計

ほか若干名。役員の任期は 1 年とする。 
第 7 条（会費） 

会員の会費は年額 10,000 円とする。 
第 8 条（経費） 

本会の経費は、会費、寄付金等を以てこれに当てる。 
第 9 条（規約の改正変更） 

本会規約の改正変更には、正会員の 3 分の 2 以上の賛同を必要とす

る。 
付則 

本規約は 1998 年 10 月 31 日発効の規約を 2005 年 7 月 30 日に改正し

たもので、2005 年 8 月 1 日より発効する。 



編集後記

『一般言語学論叢』の 16号をお届けします。この号には 2本の論文と

が掲載されています。本数は少ないながらも、編集にはそれなりの時間を

かけました。

私事になりますが、約 10年ぶりにこの雑誌の編集作業を行いました。

『一般言語学論叢』は他の雑誌に先駆けて論文の電子版を公開するなど、

インターネットを積極的に使ってきました。今日では当たり前になりまし

たが、編集作業も創刊当初より電子メールを使って行ってきました。

大変重宝してきた電子メールですが、意思疎通の手段として少し古く

なってきたようです。他の手段についても勉強し始める時期なのかもしれ

ません。

最後になりましたが、論文の査読を快く引き受けて下さった査読者の

方々に深く感謝いたします。 (K.S.)
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